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を受ける T型格点について 4 種類の%縮尺模型による実験を実施すると共に塑性節点法による弾塑性解
析を行い，剛性，最終強度，塑性域の進展などについて比較検討し，種々のす法の格点部の剛性および
最終強度を求めている。






















重要な 2 状態， Survival及びPunch-through conditions について，その最終強度を理論解析し，設計上
有益な結論を得ると同時に最終強度に対する簡易推定式も提案している。これにより，最終強度を容易
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に評価することが可能となりその意義が深い。
これまで国内外でジャッキアップタイプオイルリグの最終強度に関する系統的な研究は極めて少なく，
本研究で得られた結論は非常に有用であり さらに今後海象条件の厳しい海域あるいは水深の深い海
域で稼動される傾向にある海洋構造物の安全性を検討するために，本論文で示した考え方と解析方法を
そのまま適用することができる。
このように本研究は，海洋工学と共に構造解析，及び設計に益するところが極めて大である。よって，
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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